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学びきらきら 心うきうき 行いどんどん

ありがとうございました！！
心配していた天候にも終日恵まれ、予定

通り９月１７日（土）に盛大に運動会を開
催することができました。
スローガンのままに、一所懸命に溌溂と

取り組む姿を子ども達は見せてくれました。
保護者･地域の皆様、応援団としての励ま

しのご声援、誠に有り難うございました。

１０月号
２０１６年１０月１日
竜王西小学校
児童数：２９７名
学級数：１４学級

■低学年団体演技■ 『めざせ！ 忍者マスター りゅうにしがくえん』

■中学年団体演技■ 『竜西ソーラン ～ドッコイショ、ドッコイショ～』

■高学年団体演技■
『Ｗｉｔｈ ｙｏｕ ～

パワフル･ジョイフル･ワンダフル～』



高学年団体演技をご覧になって、
「組体操」にどんなイメージを持たれたでしょうか？

事前にはお知らせしておりましたが、当日､ご覧いただいた通り本校は、組
体操を取り入れた団体演技を、従来どおり高学年で実施しました｡

いかがでしたでしょうか？ 肯定的に受けとってくださった方、また、迫力や見応えの
面で物足りなさを感じた方、いな、安全性を考えてきっぱりと取り止めてほしかったとい
う方、等々、様々なご意見があるだろうと推察いたします。
近年、運動会で実施する組体操の危険性が大きくピックアップされ、組体操そのものを

取り止める学校や地域が出ております。
そもそも組体操論議の主な争点は、「組体操は一体感・達成感や感動を得られるという

教育的意義がある一方、今日の組体操は組み方が巨大化・高層化していて一体感・達成感
や感動を得るには事故やけがのリスクが大きい」というところにあります。
本校では、｢巨大化・高層化｣の観点を中心に、安全配慮面を再点検し、昨年度来の内容

の見直しを行って、ご覧いただいた形で実施することにいたしました。
また、「小学校学習指導要領解説体育編」の、体つくり運動領域の力強い動きを高める

運動の例示(第 5.6学年)には、「二、三人組で互いに持ち上げる、運ぶなどの運動をするこ
と」とあります。これは、組体操を想定した記述でありませんが、この学習を通して、重
心の移動方法や合理的な体重のかけ方等のポイントを体得することができます。
発想を逆転させれば、このような体つくり運動をしっかりと学習することで、後々防ぐ

ことのできるけがも多いと考えます。事故やけがを容認する訳では決してありませんが、
過度に心配するばかりでは、必要な感覚の涵養や体つくりが良好にでき得ません。
内容や安全面に十分配慮しつつ、今後も組体操を取り入れた団体演技を状況に応じて取

り入れたいと考えております。どうかご理解のほどなにとぞよろしくお願いいたします。

｢りゅうせいピック｣とともに

“パラリンピック”も閉幕

今年７月７日に『大往生』された永
六輔さんの言葉です。あの魅力的な平
明な語り口が忘れられません。
子どものような素直な視点を終生持

ち続けられた方だったと思います。

１０月行事
３日（月）委員会活動

４日（火）１年校外学習

スーセーマリー市中学生学校訪問

５日（水）４校時授業（13:40下校）
４年手話体験 なかまタイム

６日（木）２年校外学習 ５年ダイハツ見学

７日（金）きらうきどんの日

１０日（月）＜体育の日＞

１１日（火）暗唱ラリー

１３日（木）移動図書館 ４年高齢者体験学習

１年ひびきあい活動

１４日（金）３年校外学習

１５日（土）ファミリー読書（～１６日）
１７日（月）クラブ ６年平和学習出前授業
１８日（火）１年歯科指導
１９日（水）食育の日
２０日（木）縦割り遊び
２１日（金）６年校外学習(平和祈念館へ)
２４日（月）授業参観(２校時)

ＰＴＡ教育講演会(３．４校時)
２５日（火）暗唱ラリー 歯科個別指導
２７日（木）５年ひびきあい活動

４年消防署見学
２８日（金）就学時健診(１４時から）
３１日（月）委員会活動

※毎週火・金曜日はＰＴＡによる校区内パトロール

パラリンピックの「パラ」はパラブレジア
（両下肢マヒ）の「パラ」を取ったもの。パ
ラブレジアは脊髄損傷などで両足が使えなく
なった状態を言います。
それを１９６０年のローマオリンピックか

らは、「もうひとつの」という意味の「パラ」
に置き換え、「もうひとつのオリンピック」
という言い方をしてるんです。
もともとパラリンピックって、戦争で脊髄

を損傷した軍人のリハビリをしたのが始まり
なんです。だから軍部がやっている国もたく
さんある。
ベトナム戦争以降のパラリンピックで大活

躍したアメリカの選手は、ベトナム戦争の負
傷者が多かったんです。 ＜～中略～＞
でもパラリンピックを中継するマスコミ

は、戦争が始まりだとは伝えません。感動を
押し売りする手法もおかしい。
パラリンピックを語ることで、平和の大事

さに話をもっていくならいいんだけど…オリ
ンピック同様、「日本が勝ったぞ」ってやり
方です。ちょっと危なっかしいなあ。
＜～中略～＞
そんな時代をへて、今、平和にパラリンピ

ックをやっているんだということに、もっと
ふれてほしいですね、マスメディアは。
『言っていいこと悪いこと』 永 六輔 光文社


